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収
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け
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収
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ぐ
っ
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浩
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は
じ
め
に

明
治
期
の
い
わ
ゆ
る
第
二
期
英
学
書
刊
行
ブ
ー
ム
の
折
に
編
集
さ
れ
明
治
17年

（
1884）

に
出
版
刊
行
さ
れ
た
『
英
語
節
用
集
』
は
、
当
代
の
主
要
辞
書
に
比
べ
て
規
模
も
小
さ
く
、

価
値
の
乏
し
い
周
辺
資
料
の
一
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
感
が
強
い

。
し
か
し
、
一
方
で『

哲

学
字
彙
』、『

和
英
語
林
集
成
』等

に
収
載
さ
れ
た
語
彙
の
性
格
を
考
察
す
る
有
益
な
情
報
を
与

え
て
く
れ
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
次
第
に
判
明
し
て
き
た

。

本
稿
に
お
い
て
は
、『

英
語
節
用
集
』
所
載
の
二
字
漢
字
表
記
語
が
ガ
ビ
ン
ス
編
『
漢
語
英

訳
辞
典
』
に
ど
の
よ
う
に
収
載
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
そ
の
実

態
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
調
査
デ
ー
タ
で
あ
る
語
彙
リ
ス
ト
を
利
用
し
て
『
哲
学
字
彙
』

や
『
和
英
語
林
集
成
』
等
に
お
け
る
当
代
訳
語
の
展
開
過
程
の
一
端
を
窺
っ
て
み
た
い

。

１
『
英
語
節
用
集
』
所
収
二
字
漢
字
表
記
語
と
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
と
の
対
照
調
査

『
英
語
節
用
集
』
の
二
字
漢
字
表
記
語
477に

つ
い
て
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
の
漢
字
見
出
し

項
目
に
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
。

以
下
、『

英
語
節
用
集
』の

各
部
に
分
け
て
そ
の
結
果
を
語
彙
リ
ス
ト
と
し
て
掲
出
し
、
検

討
し
て
行
き
た
い
。

〔
〇
〕
型
は
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
当
該
漢
字
表
記
語
項
目
が
存
す
る
も
の
で
、〔

―
〕
型

は
存
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ス
ト
中
、《
see ～

》と
あ
る
の
は
、『
漢
語
英
訳
辞
典
』

に
お
い
て
、
例
え
ば
「
B
u
k
-k
io
―
教
,
see B

u
tsu
-d
o
―
道
」
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る

場
合
を
示
す
。
ま
た
、「

╱
」
の
後
の
英
語
語
形
は
『
英
語
節
用
集
』
の
当
該
項
目
の
英
語
見

出
し
で
あ
る
が
、「

＊
」符

号
を
付
し
た
も
の
は
ス
ペ
ル
等
に
関
す
る
編
集
ミ
ス
と
見
ら
れ
る

―
―
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原
態
の
綴
り
で
あ
り
、
矢
印
の
前
に
訂
正
綴
り
形
を
稿
者
が
付
し
た
。
リ
ス
ト
掲
出
順
は『

英

語
節
用
集
』
内
の
掲
出
順
と
し
、
漢
字
表
記
語
形
が
重
複
す
る
項
目
に
つ
い
て
も
、
原
態
を

示
す
た
め
そ
の
ま
ま
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
漢
字
字
体
は
現
行
の
も
の
に
改
め
た
場
合
が
あ

る
。

１
－
１

宗
教
及
哲
学
論
派
名
称
」
部
所
収
の
も
の

『
英
語
節
用
集
』「

宗
教
及
哲
学
論
派
名
称
」部

は
全
135項

目
で
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
う

ち
二
字
漢
字
表
記
語
は
３
項
目
の
み
で
あ
る
。
三
字
以
上
の
漢
字
表
記
語
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
は
、
当
該
部
に
は「

論
」「

主
義
」の

接
尾
辞
を
含
む
も
の
が
多
い
と
い
う
事
情
に
よ
る
。

『
英
語
節
用
集
』
が
か
な
り
利
用
し
た
と
見
ら
れ
る
『
哲
学
字
彙
』
内
に
お
い
て
も
、
こ
う
し

た
接
尾
辞
を
伴
う
訳
語
が
頻
出
す
る

。『
英
語
節
用
集
』
内
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
翻
訳
に
伴

う
接
辞
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
ま
と
め
て
報
告
し
た
い
。

さ
て
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
に
項
目
が
存
す
る
も
の
は
、
次
の
２
項
で
あ
っ
た
。

〔
〇
〕
型
：
仏
教
《
see

仏
道
》/B

u
d
d
h
ism

神
道
/S
h
in
to
ism

仏
教
」
項
に
つ
い
て
は
、「

仏
道
」
項
を
主
項
目
と
す
る
扱
い
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
の
『
和

英
語
林
集
成
』
英
和
の
部
に
お
い
て
も
「
B
u
d
d
h
ism

」
の
訳
語
は
、
初
版
か
ら
第
三
版
ま
で

通
じ
て
「
仏
法
、
仏
道
」
を
挙
げ
て
い
て
、「

仏
教
」
は
挙
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
あ
た
り
、
日

本
人
読
者
を
対
象
と
し
た
『
英
語
節
用
集
』
と
の
違
い
が
窺
え
て
興
味
深
い
。

ま
た
、「

神
道
」
項
に
つ
い
て
は
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
で
は
「
S
h
in
-d
o
―
道
（
U
su
a
lly

 
rea

d S
h
in
-to
）」

と
い
っ
た
音
形
注
記
が
付
さ
れ
て
い
て
、
む
し
ろ
「
シ
ン
ド
ー
」
語
形
が

主
、「

シ
ン
ト
ー
」
語
形
が
従
で
あ
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』の

編
者
ガ
ビ
ン
ス
が
序
文
で
参
考
に
し
た
と
述
べ
て
い
る

高
橋
五
郎
の
“
い
ろ
は
辞
典
”

に
は
、「

し
ん
た
う
」
の
清
音
語
形
で
立
項
が
な
さ
れ
る
。

『
英
語
節
用
集
』の

日
本
語
音
形
は
明
示
的
で
は
な
い
が
、
外
国
人
日
本
語
学
習
者
を
対
象
と

す
る
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
の
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
日
本
漢
字
音
学
習
と
い
っ
た
観
点
か

ら
も
、
さ
ら
に
他
の
周
辺
資
料
等
も
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
日
本
人
を
読
者
と
し
た
啓
蒙
辞
書
『
英
語
節
用
集
』
の
記
述
ぶ
り
と
『
漢
語

英
訳
辞
典
』
の
そ
れ
と
の
若
干
の
異
な
り
は
、
当
代
の
対
訳
辞
書
資
料
に
つ
い
て
の
慎
重
な

扱
い
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
立
項
さ
れ
な
い
も
の
は
次
の
１
項
で
あ
っ
た
。

〔
―
〕
型
：
秘
教
/E
so
tericism

な
お
、『

和
英
語
林
集
成
』
英
和
の
部
で
は
、
よ
う
や
く
第
三
版
に
な
っ
て
「
E
so
teric 」

項
に
「
-d
o
d
to
rin
s 」

が
挙
げ
ら
れ
、「

密
教
」
の
訳
語
が
付
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
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１
－
２

学
術
名
称
」
部
所
収
の
も
の

次
に
「
学
術
名
称
」
部
で
あ
る
が
、
全
61項

目
中
、
二
字
漢
字
表
記
語
は
８
項
で
あ
り
、

そ
の
中
で
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
立
項
さ
れ
た
も
の
は
次
の
６
項
で
あ
っ
た
。

〔
〇
〕
型
：
科
学
/S
cien

ce
哲
学
/P
h
ilo
so
p
h
y
←
P
h
y
lo
so
p
h
y

数
学

《
see

数
理
》/M

a
th
em
a
tics

語
学
/
P
h
ilo
lo
g
y
←
P
h
y
lo
lo
g
y

文
学
/

L
itera

tu
re

化
学
/C
h
em
istry

←
C
h
em
isto

ry

「
数
学
」
に
つ
い
て
は
「
数
理
」
参
照
の
指
示
が
あ
り
、
訳
語
と
し
て
主
で
は
な
い
扱
い

に
見
え
る
が
、「

数
理
」
の
訳
語
に
は
「
a
rith

m
etic 」

の
み
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。『

漢
語
英

訳
辞
典
』
に
は
「
算
術
」
項
も
存
在
す
る
が
、
訳
語
は
や
は
り
「
a
rith

m
etic 」

の
み
で
あ
る
。

『
和
英
語
林
集
成
』
英
和
の
部
で
は
、「

M
a
th
em
a
tics 」

に
は
初
版
で
「
算
学
、
算
」、

第
二

版
・
第
三
版
で
「
算
学
、
算
術
」
が
挙
げ
ら
れ
、「

数
学
」「

数
理
」
と
も
に
見
ら
れ
な
い
が
、

「
A
rith

m
etic 」

項
で
は
初
版
・
第
二
版
で
「
算
術
」、

第
三
版
で
「
算
術
、
数
学
」
と
な
っ

て
い
て
、「

数
学
」が

掲
出
さ
れ
て
い
る
。
英
語
側
、
日
本
語
側
の
各
々
で
、
対
訳
関
係
が
複

雑
に
複
数
語
間
で
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
次
の
２
項
で
あ
っ
た
。

〔
―
〕
型
：
神
学
/T
h
eo
lo
g
y

詩
学
/P
o
esy

『
和
英
語
林
集
成
』
英
和
の
部
で
は
、「

T
h
eo
lo
g
y
」
に
対
し
て
初
版
・
第
二
版
で
「
神
学
、

シ
ン
ト
ー
」、

第
三
版
で
「
神
学
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
。「

S
h
in
to
ism

」
は
『
和
英
語
林
集

成
』
で
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
の
で
明
確
で
は
な
い
が
、
先
述
の
「
神
道
（
シ
ン
ト
ー
）」
が

初
版
・
第
二
版
編
集
時
に
日
本
固
有
の
宗
教
名
称
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
も
の
か
ど
う
か

が
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
の
「
シ
ン
ド
ー
」
語
形
に
関
し
て
も
、
考

察
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
見
た
い
。

１
－
３

宗
教
家
応
用
語
」
部
所
収
の
も
の

当
該
部
全
284項

目
中
、
二
字
漢
字
表
記
語
は
250項

と
構
成
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
に
項
目
が
存
す
る
も
の
は
、
次
の
193項

で
あ
る
。

〔
〇
〕
型
：
宗
教
/R
elig

io
n

天
堂
/H
ea
v
en

地
獄
/H
ell

偶
像
/Id

o
l

恭
敬
/W

o
rsh

ip
良
心
/M

o
ra
l
 
sen

se
←
M
o
ra
lsen

ce
私
慾
/S
elfish

-

n
ess

真
実《

see
誠
実
》/R

ea
l

誘
惑
/T
em
p
ta
tio
n

克
己
/S
elf-d

en
ia
l

霊
魂
/S
o
u
l

現
世
/P
resen

t-w
o
rld

木
像
/W

o
o
d
en
-id
o
l

五
官
《
see

便
辟
》/F

iv
e-sen

ses
蘇
生
/R
ev
iv
e

感
動
/Im

p
ressio

n
驕
慢《

see
自

慢
》/P

rid
e

信
仰
/D
ev
o
tio
n

原
因
《
see

原
由
》/C

a
u
se

結
果
/E
ffect

覚
他
/T
o
lea
d
 
co
n
scio

u
sn
ess o

f o
th
erselv

es
宗
徒
/A
p
o
stle

道
徳
/

M
o
ra
lity

観
念
/Id

ea
虚
無
/V
o
id

悲
痛
《
see

悲
歎
》/L

a
m
en
ta
tio
n

憂
愁
/《

see
愁
歎
》
S
o
rro

w
真
理
/T
ru
th

術
数
/P
o
licy

気
力
/V
ig
-

明
治
期
日
欧
言
語
交
流
史
の
一
研
究
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o
u
r

方
便
/M

ea
n

禁
止
《
see

禁
制
》/C

o
n
fin
em
en
t

性
質
/C
h
a
ra
c-

ter
偏
執
《
see

偏
固
》/B

ia
s

施
物
/A
lm
o
n
ry

信
用
/B
elief

集
会

《
se
e
会
集
》
/
A
sse

m
b
le

異
説
/
D
isse

n
t

除
地
/
À
llo
d
iu
m

金
言
/

A
p
h
o
rism

讃
美
《
see

讃
賞
》/A

p
p
ro
b
a
tio
n

智
慧
/W

isd
o
m

議
論
/

D
eb
a
te

不
朽
/P
erp

etu
ity

寓
言
/P
h
en
a
k
ism

憐
愍
/《

see
憐
恤
》

P
ity

題
目
/T
h
esis

教
会
/C
o
n
g
reg

a
tio
n

熱
心
/Z
ea
l

名
辞
《
see

名
言
》/T

erm
昌
盛
《
see

盛
昌
》/P

ro
sp
erity

←
F
ro
sp
erity

勳
労
《
see

勲
功
》
/
M
e
rit

名
目
/
N
a
m
e

心
痛
/
P
a
n
g

不
幸
/
U
n
fo
rtu

n
a
te

利
用
/U
tility

奇
遇
/A
ccid

en
t

誠
信
/F
a
ith

自
殺
/S
u
icid

e
驚

愕
/
W
o
n
d
e
r

瑞
相
/
L
u
c
k
y
-o
m
e
n
←
L
u
c
h
y
-o
m
e
n

楽
譜
/
M
u
sic-

b
o
o
k

門
派
/S
y
stem

←
S
istem

＊
浄
土
/P
u
rg
a
to
ry

空
虚
/V
a
c-

u
u
m

真
如
/
R
e
a
lity

上
天
/
H
e
a
v
e
n

洗
礼
/
B
a
p
tism

清
浄
/

P
u
rity

解
釈
/
E
x
p
la
n
a
tio
n

神
聖
/
H
o
lin
e
ss

絶
対
/
A
b
so
lu
te

発
明
/
In
v
e
n
tio
n

改
正
/
M
e
lio
rity

正
直
/
J
u
stn

e
ss
←
J
a
stn

e
ss

怠
惰
/N
eg
lected

n
ess

注
意
/A
tten

tio
n

奇
談
/P
a
ra
d
o
x
←
P
a
rd
o
x

愚
痴
《
se
e
愚
鈍
》
/
O
b
tu
se
n
e
ss

寺
領
/
P
a
rish

故
郷
/
N
a
tiv
e
-p
la
c
e

説
法
/P
rea

ch
in
g

客
舎
《
see

客
亭
》/P

u
b
lic-h

o
u
se

刑
罪
/P
u
n
ish
m
en
t

魔
法
/In

ca
n
ta
tio
n

練
熟
《
see

熟
練
》/M

a
sterlin

ess
天
命
/P
ro
v
id
en
ce

高
言
/R
a
n
t

願
望
/R
eq
u
isitio

n
自
負
《
se
e
自
慢
》
/
S
e
lf-c

o
n
fid
e
n
c
e

講
談
《
se
e
講
釈
》
/
L
e
c
tu
re
←
P
e
c
tu
re

差
別
/
D
iffe

re
n
c
e

平
等
/

E
p
u
a
lity

←
E
ep
u
a
lity

帰
服
/O
b
ed
ien
ce

狡
猾
/C
u
n
n
in
g

独
立
/

In
d
ep
en
d
en
ce

改
宗
/C
o
n
v
ert

後
悔
/C
o
n
triten

ess
便
利
/C
o
n
v
e-

n
ie
n
t

会
議
/
C
o
n
v
e
n
tio
n

永
続
/
C
o
n
tin
u
e
d

争
論
/
C
o
n
te
n
tio
n

一
致
/C
o
n
so
rt

嫉
妬
/Jea

lo
u
sy

落
涙
/S
h
ed
-tea

r
守
護
/C
o
n
serv

a
-

tio
n

裁
判
/Ju

d
ica
tu
re

侵
入
/In

v
a
sio
n
←
In
v
a
tio
n

改
革
/R
ev
o
-

lu
tio
n

一
般
/G
en
era

l
衰
微
/D
eclin

e
和
睦
/C
o
n
co
rd

社
中
/

C
o
m
p
a
n
y

音
楽
/M

u
sic

編
輯
《
see

編
纂
》/C

o
m
p
ila
tio
n

行
状
/

C
o
m
p
o
rtm

en
t

内
部
/In

terio
r

外
部
《
see

外
面
》/E

x
terio

r
野
蛮
/

B
a
rb
a
ric

遍
歴
/
E
x
tra

v
a
g
a
te
d

生
活
/
L
ife

骸
骨
/
S
k
e
le
to
n

名
誉
/H
o
n
o
r

関
係
/C
o
n
seq

u
en
ce

戒
心
《
see ー

慎
》/C

a
u
tio
n

単
純

《
see

純
粋
》/S

im
ila
r

旅
行
/T
ra
v
el

臆
説
/H

y
p
o
th
e
tic
a
l

比
較
/

C
o
m
p
a
re

妄
想
/F
a
n
cifu

l
石
碑
/M

o
n
u
m
en
t
←
M
a
n
u
m
en
d

遺

物
《
see

遺
産
》/R

elics
誘
引
/E
x
ticem

en
t

悦
服
/O
b
ey

習
慣
《
see

慣
習
》/C

u
sto
m

攻
撃
/A
tta
ck

餓
死
/S
ta
rv
e
←
S
ta
v
ed

堪
忍
/

A
b
sta
in

精
進
/R
elig

io
u
s-a
b
stin

en
ce
←
R
elig

io
u
s-a
b
stm

e
n
c
e

抵

―
―
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抗
/R
esist

驕
慢
《
see

自
慢
》/S

elf-c
o
n
c
e
it

自
滅
/
S
e
lf-d

e
stru

c
tio
n

独
学
/
S
e
lf-e

d
u
c
a
te
d

拝
礼
/
S
u
p
p
lic
a
tio
n
←
S
p
p
lic
a
tio
n

戦
争
/

W
a
rfa
re

文
明
/C
iv
iliza

tio
n

才
智
/In

tellig
en
ce

有
形
/P
h
y
sica

l

無
形
/S
p
iritu

a
l

法
則
/
M
e
th
o
d

公
平
/
C
o
n
sc
ie
n
tio
u
sly

道
理
/

R
e
a
so
n

一
揆
/
In
su
rre

c
tio
n

世
界
/
W
o
rld

支
配
/
D
o
m
in
a
tio
n

混
沌
/C
h
a
o
s

死
骸
《
see

骸
》/C

o
rp
se
←
C
o
rse

名
声
《
see

名
聞
》/

R
ep
u
ta
tio
n

葬
礼
/In

term
en
t

慣
習
/H
a
b
it

風
俗
/M

a
n
n
er

教

化
/H
u
m
a
n
iza
tio
n

全
能
/A
lm
ig
h
t
ｙ
←
A
lm
ig
h
t

天
使
《
see

勅
使
》/

A
n
g
el

創
造
《
see

創
製
》/C

rea
tio
n

情
緒
/E
m
o
tio
n

正
教
/O
rth
o
-

d
o
x

天
賦
/Im

p
la
n
ted

降
生
《
see

降
誕
》/In

ca
rn
a
tio
n

有
情
/S
en
-

tien
t

非
情
/In

sen
sib
le

社
会
/S
o
cie
ty

正
義
/
J
u
stic

e
慈
悲
/

G
ra
c
e

悪
念
/
E
v
il-th

o
u
g
h
t

悪
業
/
E
v
il-d

e
e
d

感
覚
/
S
e
n
sa
tio
n

感
応
/F
eelin

g
記
臆
/M

em
o
ry

究
竟
/U
ltim

a
te
←
U
ltim

o
te

慈

悲
/G
ra
ce

民
情
《
see

民
心
》/N

a
tio
n
a
lity

理
論
/D
ecla

m
a
tio
n

結

合
/C
o
a
lescen

ce
公
会
/P
a
rlia

m
en
t
←
P
a
rtia

m
en
t

基
礎
/F
o
u
n
d
ed

教
育
/E
d
u
ca
tio
n

愛
情
/L
o
v
e

自
由
/L
ib
erty

意
思
《
see

意
見
》/

W
ill

愛
情
/In

clin
a
tio
n

悔
改
/R
ep
en
ta
n
ce

異
教
/G
en
tilism

上
記
の
中
で
例
え
ば
「
虚
無
」
項
に
つ
い
て
は
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
の
項
目
記
述
に
は

「
u
sed o

n
ly in th

e term
 
k
y
o
-m
u
-to
,th
e N

ih
ilist P

a
rty
」
と
の
み
あ
っ
て
、
興
味
深

い
。『

和
英
語
林
集
成
』
英
和
の
部
で
は
「
V
o
id
」
の
初
版
記
述
に
は
「
カ
ラ
、
ク
ー
、
ア
ク
、

空
虚
、
ム
ナ
シ
イ
、
無
駄
、
ナ
イ
、
ク
ー
グ
モ
ル
」
と
あ
っ
て
、「

空
虚
」
あ
た
り
が
『
英
語

節
用
集
』
の
記
述
に
近
い
が
、
第
二
版
・
第
三
版
で
は
形
容
詞
表
示
が
な
さ
れ
る
項
目
と
動

詞
表
示
項
目
と
に
分
け
ら
れ
、
前
者
で
は
「
カ
ラ
、
ク
ー
、
ア
ク
、
ム
ナ
シ
イ
、
無
駄
、
ナ

イ
」
と
な
っ
て
お
り
、「

空
虚
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
英
語
「
V
o
id
」
の
翻
訳
史
と
い
っ
た

観
点
に
立
て
ば
、『

英
語
節
用
集
』、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
各
々
の
あ
り
方
と
合
わ
せ
て
、
明
治

期
初
期
の
実
態
を
観
察
す
る
上
で
貴
重
な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
和
英

語
林
集
成
』
英
和
の
部
で
は
第
三
版
に
な
っ
て
初
め
て
「
N
ih
ilism

」
項
が
立
て
ら
れ
て
「
虚

無
論
」
の
訳
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、「

N
ih
ilist 」

の
項
目
は
存
し
な
い
。
一
方
、
や
は
り

和
英
の
部
で
は
第
三
版
に
な
っ
て
「
虚
無
党
」
が
立
項
さ
れ
、「

N
ih
ilist 」

の
訳
語
が
付
さ

れ
て
お
り
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
の
記
述
の
背
景
が
窺
い
知
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
「
誘
引
」
項
目
に
つ
い
て
言
え
ば
、
字
順
転
倒
語
形
で
あ
る
「
引
誘
」
を
参
照
と
の

指
示
が
あ
り
、
主
項
目
扱
い
の
「
引
誘
」
に
は
「（

ヲ
）
ス
ル
」
の
他
動
詞
用
法
を
示
す
記
述

が
存
す
る
。
当
代
の
二
字
漢
字
表
記
語
に
は
、
現
行
の
語
形
に
対
し
て
字
順
転
倒
語
形
が
存

し
た
り
併
用
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
現
象
が
目
立
つ
が
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』の

こ
う
し
た
記
述

は
貴
重
な
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

―
―
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次
に
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』に

項
目
が
存
し
な
い
二
字
漢
字
表
記
語
項
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下

の
57項

で
あ
る
。

〔
―
〕
型
：
楽
園
/P
a
ra
d
ise

←
P
a
ra
d
ice

虚
忘
/A
b
su
rd

怒
恚
/R
a
g
e

涅
槃
/
N
irv
a
n
a
←
N
iv
a
n
a

画
像
/
P
o
rtra

it
預
知
/
P
re
sc
ie
n
c
e
←

P
recien

ce
味
趣
/T
a
ste

邪
執
/
P
re
ju
d
ic
e

謬
信
/
S
u
p
e
rstitio

n

崇
奉
/A
d
u
la
tio
n
←
A
d
ra
tio
n

常
住
/U
n
ch
a
n
g
ea
b
le

無
常
/C
h
a
n
g
e-

a
b
le

自
覚
/
S
e
lf-c

o
n
sc
io
u
sn
e
ss

偽
計
/
D
e
c
e
ite

自
利
/
S
elf-

b
en
efit

利
他
/A
ltru

ism
信
心
/S
p
iritu

a
lity

布
弘
/P
ro
p
a
g
a
tio
n

寺
法
/
C
a
n
o
n
-la
w
←
C
o
n
o
n
-L
a
w

信
約
/C
red

it
有
体
/C
o
rp
o
re
a
l

固
執
/
B
ig
o
try

執
意
/
V
o
litio

n
無
碍
/
U
n
c
o
n
d
itio

n
a
l
←
U
n
co
n
-

d
itio

n
e
a
l

永
存
/
P
e
rsiste

n
c
e

輪
廻
/
T
ra
n
sm

issio
n

不
正
/

W
ro
n
g

成
効
/R
esu

lt
敬
謹
/R
esp

ectfu
l

瑞
夢
/L
u
ck
y
-d
rea

m
←

L
u
c
h
y
-d
re
a
m

天
真
/
N
a
tu
ra
l

定
道
/
P
re
d
e
stin

a
tio
n

預
言
/

P
ro
p
h
esy

強
欲
/L
u
st

後
住
（
寺
ノ
）/P

ro
v
iso
r

廃
滅
/R
u
in

供

物
/S
a
crific

e
演
説
/
S
p
e
e
c
h

心
意
/
M
in
d

牢
獄
/
J
a
il

進
化
/

E
v
o
lu
tio
n

出
板
/
E
d
itio

n
不
能
/
Im
p
o
ssib

le
運
命
/
D
e
stin

y

推
理
/In

feren
ce

原
素
/E
le
m
e
n
ts

激
因
/
S
tim

u
lu
s

土
葬
/
C
a
ta
-

co
m
b
s

略
説
/S
u
m
m
a
ry

神
経
/N
erv

e
智
覚
/F
eelin

g
殖
民
/

S
e
ttle

d
虚
霊
/
S
p
iritu

a
l
 
e
x
iste

n
c
e

習
成
/
F
a
c
titio

u
s

元
始
/

B
eg
in
n
in
g

理
想
/Id

ea
l

拝
像
/Id

o
la
try

上
記
の
中
、「

味
趣
」は

現
行
語
形
の
字
順
転
倒
語
形
で
あ
る
が
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』に

は

「
趣
」
部
に
も
「
趣
意
」「

趣
向
」「

趣
旨
（
see

趣
意
）」
の
３
項
目
が
立
て
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ

て
、「

趣
味
」も

ま
た
存
し
な
い
。『

和
英
語
林
集
成
』初

版
～
第
三
版
に
お
い
て
も
、
英
和
の

部
「
T
a
ste 」

項
の
訳
語
中
に
「
趣
味
」
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
和
英
の
部
に
は
「
味
趣
」「

趣

味
」
と
も
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
あ
た
り
、『

英
語
節
用
集
』
の
独
自
性
が
窺
え

る
と
と
も
に
、「

趣
味
」
の
語
誌
に
関
す
る
情
報
と
し
て
も
大
変
興
味
深
い
。

１
－
４

人
品
及
官
位
」
部
所
収
の
も
の

当
該
部
全
160項

目
中
、
二
字
漢
字
表
記
語
は
65項

で
あ
り
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
に
項
目

が
あ
る
も
の
は
、
以
下
の
46項

で
あ
る
。

〔
〇
〕
型
：
隠
者
《
see

隠
士
》/E

rem
ite

僧
正
（
邪
教
ノ
）/B

ish
o
p

朋
党
/

P
a
rty

信
者
《
see

信
徒
》/B

eliev
er

化
身
/A
v
a
ta
r

賢
者
《
see

賢
人
》/

W
ise-m

a
n

天
狗
/C
h
eru

b
im

紳
士
/G
en
tle-m

a
n

農
民
/
P
e
a
sa
n
t

商
人
/M

erch
a
n
t

平
民
/L
a
ity

貴
族
/
N
o
b
le
-m
a
n

皇
族
/
R
o
y
a
l-

fa
m
ily

国
民
/N
a
tio
n

兵
卒
/S
o
ld
ier

伶
人
/M

u
sicia

n
奴
隷
/

―
―
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S
la
v
e

学
者
/L
e
a
rn
e
d
-m
a
n

碩
儒
/
P
o
ly
m
a
th
y

囚
人
/
P
riso

n
e
r

巡
査
/P
o
licem

a
n

官
員
《
see

官
吏
》/O

fficer
長
官
/P
resid

en
t

老

人
/O
ld
m
a
n

出
家
/M

o
n
k

眷
属
《
see

家
族
》/K

in
子
孫
/O
ffsp

rin
g

学
士
/S
cien

tist
聖
人
/H
o
ly
-m
a
n

元
祖
/O
rig
in
a
to
r

医
者
/P
h
y
si-

cia
n

法
師
/C
lerk

両
親
/P
a
ren

t
兄
弟
/B
ro
th
er

姉
妹
/S
ister

叔
父
/U
n
cle

叔
母
/A
u
n
t

女
王
《
see

女
帝
》/Q

u
een

←
Q
een

宰

相
/P
rim

e M
in
ister

←
P
rim
 
M
in
ister

門
徒
/M

em
b
er

盲
目
/B
lin
d

医
師
《
see

医
者
》/P

h
y
sicia

n
博
士
/P
ro
fesso

r
神
仙
/G
en
ii

主
宰
/

R
u
ler

悪
漢
/W

retch

『
漢
語
英
訳
辞
典
』の「

主
宰
」項

に
は
、「
T
h
e g
o
v
ern

o
r o
r a
d
m
in
istra

tiv
e o
fficia

ls
 

o
f a d

istrict,
p
ro
v
in
ce,

o
r cla

n
;
(ra
rely n

o
w
 
u
sed

) 」
と
の
記
述
が
あ
り
、「

領
地
・

地
方
・
藩
の
領
主
」
と
い
っ
た
名
詞
用
法
の
み
の
記
述
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
「
現
在
で
は
滅

多
に
使
用
さ
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
サ
変
動
詞
用
法
に
比
較
的
豊
富
な
情
報
を
与
え
る

該
資
料
に
お
い
て
そ
の
用
法
に
言
及
が
な
い
の
は
、
現
行
に
お
い
て
「
会
を
主
宰
す
る
」
と

い
っ
た
用
法
が
主
立
っ
た
印
象
を
与
え
る
語
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
当
代
に
お
け
る

「
主
宰
」の

品
詞
性
が
名
詞
用
法
に
偏
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
和
英
語
林

集
成
』
和
英
の
部
に
お
い
て
も
、
第
三
版
で
初
め
て
立
項
さ
れ
る
「
主
宰
」
項
が
同
義
語
に

「
ツ
カ
サ
、
オ
サ
」を

挙
げ
る
よ
う
に
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』同

様
の
記
述
で
あ
っ
て
、
サ
変
動

詞
用
法
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
立
項
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
以
下
の
19項

目
で
あ
る
。

〔
―
〕
型
：
仏
弟
/B
u
d
d
h
ist

外
道
/H
eresy

仏
陀
/
B
u
d
d
h
a

邪
蘇
/

C
h
rist

演
者
/S
p
eech

-m
a
n

巫
女
/W

itch
悪
魔
/S
a
ta
n

幽
霊
/

S
p
rite

詩
家
/
P
o
e
t

婦
女
/
W
o
m
a
n

弁
者
/
E
lo
q
u
e
n
t

諸
生
/

S
ch
o
la
r

歯
医
/D
en
tist

教
官
/T
ea
ch
er

逸
士
/H
erm

it
牧
師
/

P
e
d
a
g
o
g
u
e
←
P
e
d
a
g
o
g
e

坊
主
/
M
o
n
a
stic

蕃
民
/
S
a
v
a
g
e
n
e
ss

審
吏
/Ju

stice o
f th

e p
ea
ce

『
英
語
節
用
集
』
が
「
演
者
」
を
立
て
る
の
は
、
緒
言
の
内
容
や
書
名
に
冠
せ
ら
れ
た
「
弁

士
必
携
」
の
角
書
か
ら
も
事
情
が
察
せ
ら
れ
る
。『

漢
語
英
訳
辞
典
』に

は
、「

演
士
」「

弁
士
」

は
立
て
ら
れ
る
が
、「

演
者
」
は
な
い
。『

和
英
語
林
集
成
』
で
も
英
和
の
部
「
S
p
eech

」
項

は
立
て
ら
れ
て
も
「
演
説
」
が
見
ら
れ
る
も
の
の
「
演
者
」
は
や
は
り
存
し
な
い
し
、
和
英

の
部
に
も
や
は
り
「
演
説
」
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。『

日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
が
鴎
外

の
『
独
逸
日
記
』
明
治
19年

（
1886）

を
初
出
用
例
に
挙
げ
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
、『

英
語
節

用
集
』
の
「
演
者
」
立
項
は
注
目
に
値
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

―
―
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１
－
５

政
治
及
法
制
」
部
所
収
の
も
の

当
該
部
全
123項

目
中
に
二
字
漢
字
表
記
語
は
55項

あ
り
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
に
収
載
さ

れ
る
も
の
は
次
の
41項

で
あ
る
。

〔
〇
〕
型
：
国
家
/S
ta
te

政
権
/P
o
litica

l-rig
h
t

権
利
/
R
ig
h
t

法
制

《
see

法
度
》/L

a
w

民
法
/
C
iv
il-la

w
刑
法
/
C
rim

in
a
l-la

w
民
政
/

D
em
o
cra

cy
軍
律
/M

a
rtia

l-la
w

政
府
/G
o
v
ern

m
en
t

租
税
/T
a
x
-

a
tio
n

革
命
/
R
e
v
o
lu
tio
n

帝
国
/
E
m
p
ire

市
区
/
M
u
n
ic
ip
a
lity

国
政
/P
o
lity

憲
法
/C
o
n
sti-tu

tio
n

行
政
/E
x
ecu

tiv
e-p
o
w
er

立
法
/

L
e
g
isla

tiv
e
-p
o
w
e
r

管
轄
/
G
o
v
e
rn

虐
政
/
C
ru
e
l-G

o
v
e
rn
m
e
n
t

内
閣
/C
a
b
in
et

参
議
/P
riv
y
 
co
u
n
cillo

r
布
達
《
see

布
告
》/P

ro
cla
m
a
-

tio
n

広
告
/
N
o
tific

a
tio
n

指
令
/
O
rd
e
r

法
律
/
L
a
w

建
白
/

M
em
o
ria
l

請
願
/P
etitio

n
県
令
/G
o
v
ern

o
r
 
o
f
 
p
ro
v
in
ce
←
G
o
v
er-

n
o
r o

f p
ro
v
in
c

除
籍
/D
en
a
tio
n
a
liza

tio
n

家
政
/E
co
n
o
m
ics

国

法
/M

u
n
icip

a
l-la

w
法
式
/M

o
d
u
s

誤
用
/M

isu
se

商
議
/N
eg
o
tia
-

tio
n

命
令
/O
rd
er

政
法
《
see

政
令
》/P

o
litica

l-la
w

平
安
《
see

平

穏
》/P

ea
ce

王
国
/K
in
g
d
o
m

民
情
《
see

民
心
》/N

a
tio
n
a
lity

政
法

《
see

政
令
》/P

o
licy

規
則
/R
eg
u
la
tio
n

家
政
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
が
明
治
２
年
（
1869）『

日
誌
字
解
』
を
初
出

と
す
る
よ
う
に
、
当
代
の
所
謂
新
漢
語
で
あ
る
が
、「

E
co
n
o
m
ics 」の

訳
語
に
立
て
ら
れ
る

の
は
『
英
語
節
用
集
』
独
自
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、『

哲
学
字
彙
』
初
版
・
第
二
版
「
E
co
-

n
o
m
ics 」

項
に
は
、「

家
政
」「

理
財
学
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。『

哲
学
字
彙
』
第
三
版
で
は

そ
れ
に
加
え
て
現
行
訳
語
形
の
「
経
済
学
」
が
見
ら
れ
る
。「

経
済
学
」
自
体
は
明
治
６
年

（
1873）『

附
音
挿
図
英
和
字
彙
』

等
に
は
既
に
存
す
る
の
で
、
や
は
り
『
英
語
節
用
集
』
が

『
哲
学
字
彙
』の

強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
な
お
、『
和
英
語
林
集
成
』

英
和
の
部
初
版
～
第
三
版
に
は
「
E
co
n
o
m
ics 」

自
体
が
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
各
主
要
辞
書
間
の
動
向
を
窺
う
た
め
の
補
助
と
し
て
、『

英
語
節
用
集
』と

い
っ

た
周
辺
的
な
資
料
の
情
報
を
つ
き
合
わ
せ
て
行
く
作
業
も
今
後
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
。

次
に
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
に
不
立
項
の
も
の
は
、
次
の
14項

で
あ
る
。

〔
―
〕
型
：
天
権
/N
a
tu
ra
l-rig

h
t

徳
権
/M

o
ra
l-rig

h
t

法
権
/L
eg
a
l-rig

h
t

君
政
/
M
o
n
a
rc
h
y

動
議
/
M
o
tio
n

純
権
/
A
b
so
lu
te
-rig

h
t

大
輔
/

V
ice-m

in
ister

少
輔
/A
ssista

n
t
 
v
ice
 
m
in
ister

知
府
/G
o
v
ern

o
r
 
o
f

 
d
e
p
a
rtm

e
n
t

機
制
/
M
e
c
h
a
n
ism

用
式
/
M
o
d
u
s-p

o
n
e
n
s

廃
式
/

M
o
d
u
s-to

llen
性
法
/L
a
w
 
o
f n

a
tu
re

体
制
/O
rg
a
n
iza
tio
n
←
O
g
a
n
i-

za
tio
n

M
o
n
a
rch

y
」
に
「
君
政
」
を
対
応
さ
せ
る
の
は
『
哲
学
字
彙
』
の
影
響
で
あ
ろ
う
が
、

―
―
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『
和
英
語
林
集
成
』
英
和
の
部
の
訳
語
で
は
第
二
版
が
「
グ
ン
ケ
ン
」
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、

第
三
版
で
「
ク
ン
セ
イ
」
を
追
加
し
て
い
る
。『

附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
お
い
て
も
、
初
版

に
な
か
っ
た
「
君
政
」
が
明
治
15年

（
1882）

の
第
二
版
で
追
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

結
局
こ
の
時
期
、
諸
主
要
辞
書
も
『
英
語
節
用
集
』
も
訳
語
「
君
政
」
の
採
用
で
一
致
す
る

流
れ
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

１
－
６

政
治
家
応
用
語
」
部
所
収
の
も
の

該
当
部
の
全

項
目
中
、
二
字
漢
字
表
記
語
は
72項

。
う
ち
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
立
項

さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
51項

で
あ
る
。

〔
〇
〕
型
：
徒
党
/P
a
rty

同
盟
/A
llia

n
ce

補
任
/A
p
p
o
in
t-m

en
t

律
令

《
see

法
則
》/C

a
n
o
n

約
定
/C
o
m
p
a
ct

要
路
/C
o
m
p
en
d
iu
m

連
絡
/

C
o
n
n
ectio

n
黙
許
/T
a
cit-co

n
sen

t
抑
制
《
see

抑
圧
》/C

o
n
tro
l

節

操
/C
o
n
tin
en
ce

勢
力
《
see

権
威
》/E

n
erg

y
独
断
/D
o
g
m
a

腕
力
/

P
h
y
sica

l-fo
rce

虚
誉
《
see

虚
声
》/V

a
in
-g
lo
ry

結
局
/G
o
a
l

無
罪

《
see

無
辜
》/In

n
o
-cen

ce
教
唆
/In

stig
a
tio
n

義
気
/P
a
trio

tism
反

逆
/R
eb
ellio

n
交
誼
/F
rien

d
sh
ip

償
還
《
see

償
却
》/P

a
y
m
en
t

堅

忍
/P
ersev

era
n
ce

全
権
/A
b
so
lu
te-p

o
w
er

口
実
/P
rete

n
sio
n

主

義
/P
rin
cip
le

特
許
/P
riv
ileg

e
←
P
riv
ila
g
e

問
題
/P
ro
b
le
m

未

決
《
se
e
未
定
》
/
P
ro
b
le
m
a
tic

遁
辞
/
Q
u
ib
b
le

理
由
/
R
a
tio
n
a
le
←

R
a
tio
n
a
l

贅
言
/R
ed
u
n
d
a
n
cy

駁
撃
/R
efu

ta
tio
n

条
例
/R
eg
u
la
-

tio
n

中
裁
/
R
e
c
o
n
c
ilia

tio
n

会
員
/
M
e
m
b
e
r

隠
遁
/
S
e
c
lu
sio

n

撰
択
/
S
e
le
c
tio
n

廉
節
/
T
e
m
p
e
ra
n
c
e

定
論
/
T
h
e
o
re
m

与
論
/

P
u
b
lic-o

p
in
io
n

許
容
《
see

許
諾
》/T

o
lera

tio
n

弁
理
/
T
ra
n
sa
c
tio
n

結
合
/
C
o
m
b
in
a
tio
n

完
全
/
C
o
m
p
le
te

允
許
《
se
e
允
可
》
/
C
o
n
se
n
t

公
会
/C
o
n
v
en
tio
n

正
義
/Ju

stice
服
従
《
see

伏
従
》/H

o
m
a
g
e

平
安

《
see

平
穏
》/P

ea
ce

規
則
/R
u
le

理
論
/T
h
eo
ry

特
許
」
は
『
哲
学
字
彙
』
初
版
、『

附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
初
版
に
も
存
す
る
な
ど
明
治

の
か
な
り
初
期
か
ら
対
訳
辞
書
に
収
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
和
英
語
林
集
成
』

英
和
の
部
で
は
「
P
riv
ileg

e 」
が
第
二
版
で
初
立
項
さ
れ
た
際
に
は
「
キ

ス
ル

コ
ト
，
モ

チ
マ
エ
，
ス
ジ
メ
」
と
訳
語
に
漢
語
は
挙
げ
ら
れ
ず
、
よ
う
や
く
第
三
版
に
な
っ
て
「
特
権
」

「
特
許
」「

権
利
」
が
追
加
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
収
載
が
遅
れ
る
。
こ
れ
は
『
哲
学
字
彙
』

に
「
特
許
（
法
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
法
律
用
語
と
い
う
学
術
専
門
用
語
の
色
彩
を
帯
び
て
い

た
こ
と
が
大
き
な
理
由
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
『
英
語
節
用
集
』
が
収
載
し
て
い
る
の
は
、

該
資
料
が
小
な
り
と
は
い
え
専
門
用
語
辞
典
の
性
格
を
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て

も
い
る
。『

和
英
語
林
集
成
』
は
ヘ
ボ
ン
の
序
文
（
第
三
版
）
に
あ
る
よ
う
、
増
補
時
の
新
漢

―
―
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語
収
載
に
当
た
っ
て
は
、「

p
o
p
u
la
r a
n
d g

en
era

l u
se 」

に
適
う
も
の
と
い
う
制
限
を
自

ら
に
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
乗
り
超
え
て
「
特
許
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
こ
の
語
が
す
で
に
明
治
十
年
代
末
期
に
は
か
な
り
一
般
へ
の
普
及
が
進
行
し
た

も
の
と
編
者
が
判
断
す
る
に
足
る
だ
け
の
背
景
が
存
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
英
語
節
用
集
』
が
一
方
で
啓
蒙
的
辞
書
と
し
て
「
寒
村
僻
邑
ニ
在
リ
テ
書
籍
師
友
ニ
乏
シ
キ

人
」
を
も
読
者
と
す
る
旨
「
緒
言
」
で
唱
え
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
な
お
も
当
代
の
各
訳

語
の
成
長
過
程
に
関
し
て
は
興
味
が
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
立
項
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
次
の
21項

と
な
っ
て
い
る
。

〔
―
〕
型
：
内
政
/A
d
m
in
ist-ra

tio
n

反
情
/A
n
tip
a
th
y

明
許
/E
x
p
ress-

co
n
se
n
t

逆
説
/
P
a
ra
d
o
x

妄
論
/
P
a
ra
lo
g
ism

公
準
/
P
o
stu

-la
te

預
察
/
P
re
su
m
p
tio
n

大
本
/
F
u
n
d
a
m
e
n
ta
l-p
rin

c
ip
le

種
属
/
R
a
c
e

非
議
/R
ep
ro
a
ch

自
制
/S
elf-co

n
tro
l

自
護
/S
elf-d

efen
c
e

自
責
/

S
elf-rep

ro
a
ch

自
決
/S
elf-d

eterm
in
a
tio
n

詭
弁
/S
o
p
h
ism

競
争
/

S
tru
g
g
le

同
情
/S
y
m
p
a
th
y

通
理
/U
n
iv
ersa

l-tru
th

逆
理
/U
n
rea

-

so
n
a
b
le
←
A
n
rea

-so
n
a
b
le

漸
化
/V
a
ria
tio
n

発
動
/A
ct

１
－
７

堂
屋
及
処
名
」
部
所
収
の
も
の

当
該
部
所
属
全
40項

目
中
二
字
漢
字
表
記
語
は
14語

で
あ
り
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』に

立
項

さ
れ
た
も
の
は
次
の
10項

で
あ
る
。

〔
〇
〕
型
：
鐘
楼
《
see

鐘
堂
》/B

elfry
本
寺
/M

o
th
er-ch

u
rch

首
府
/C
a
p
i-

ta
l

市
街
/S
treet

旅
館
《
se
e
旅
亭
》
/
H
o
te
l

薬
舗
/
A
p
o
th
e
c
a
ry
-

sh
o
p

宮
殿
/P
a
la
ce

関
税
/C
u
sto
m

銀
行
/B
a
n
k

病
院
/H
o
sp
i-

ta
l

ま
た
、『

漢
語
英
訳
辞
典
』
に
立
項
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
次
の
４
項
で
あ
る
。

〔
―
〕
型
：

仏
堂
/
B
u
d
d
e
r

貧
院
/
A
lm
s

屋
宇
/
E
d
ific

e
墓
地
/

C
h
u
rch

-y
a
rd

１
－
８

年
代
及
歴
史
」
部
所
収
の
も
の

当
該
部
全
18項

目
中
に
二
字
漢
字
表
記
語
は
10項

あ
り
、
そ
の
全
て
が
下
記
の
通
り
に

『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
お
い
て
立
項
が
な
さ
れ
て
い
た
。

〔
〇
〕
型
：
年
代
《
see

時
代
》/A

g
e

歴
史
/H
isto

ry
闘
争
/S
tru
g
g
le
←

S
tra
g
g
le

服
従
《
see

伏
従
》/S

u
b
jectio

n
建
国
/N
a
tio
n
a
liza

tio
n
←

N
a
tio
n
a
li-g

a
tio
n

帰
化
/N
a
tu
ra
liz
a
tio
n
←
N
a
tu
ra
li-g

a
tio
n

事

実
/F
a
ct

総
計
/T
o
ta
lity

人
種
/R
a
ce

社
会
/S
o
ciety

―
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２
全
体
に
関
す
る
ま
と
め

以
上
各
部
に
分
け
て
、
具
体
的
な
語
彙
リ
ス
ト
を
挙
げ
な
が
ら
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
全

体
を
ま
と
め
る
形
で
整
理
し
て
お
き
た
い
。

表
１
を
見
る
と
、
ま
ず
二
字
漢
字
表
記
語
の
出
現
比
率
が
高
い
の
は
、
上
位
３
部
に
網
掛

け
を
施
し
た「

宗
応
」「

政
応
」「

年
歴
」各

部
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
他
部
で
は
接
辞
等
の

付
加
で
字
数
が
増
え
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
英
語
自
体
が
複
合
語
で
あ
っ
た
り
と
い
っ
た
こ

と
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
、『

哲
学
字
彙
』の

利
用
ぶ
り
が
高
い「

宗
哲
」

「
学
術
」
部
あ
た
り
で
は
二
字
漢
字
表
記
語
が
少
な
く
、「

～
論
」「

～
学
」「

～
主
義
」と

い
っ

た
語
構
成
の
も
の
が
多
い
た
め
に
、
二
字
以
上
の
多
字
数
の
漢
字
表
記
語
項
目
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

『
英
語
節
用
集
』
の
二
字
漢
字
表
記
語
が
ど
れ
だ
け
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
立
項
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
網
掛
け
を
施
し
た
部
を
上
位
３
部
と
し
て
あ
る
が
、
網
掛
け

の
無
い
部
に
お
い
て
も
概
ね
収
載
比
率
は
７
割
を
超
え
た
高
比
率
の
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。

表
１

所
収
部
内
訳

計
宗
哲

学
術

宗
応

人
官

政
法

政
応

堂
処

年
歴

各
部
所
属

全
項
目
数

135
61

284
160

123
93

40
18

914

全
体
内
比
率

14.8％
6.7％

31.1％
17.5％

13.5％
10.2％

4.4％
2.0％

100.0％

２
字
漢
字

表
記
語
数

3
8

250
65

55
72

14
10

477

所
収
部

内
比
率

2.2％
13.1％

88.0％
40.6％

44.7％
77.4％

35.0％
55.6％

52.2％

『
漢
語
英
訳

辞
典
』に

立
項
〔
〇
〕
型

2
6

193
46

41
51

10
10

359

２
字
漢
字

表
記
語

内
比
率

66.7％
75.0％

77.2％
70.8％

74.5％
70.8％

71.4％
100.0％

75.3％

『
漢
語
英
訳

辞
典
』に

不
立
項
〔
―
〕

型

1
2

57
19

14
21

4
0

118

２
字
漢
字

表
記
語

内
比
率

33.3％
25.0％

22.8％
29.2％

25.5％
29.2％

28.6％
0.0％

24.7％

※
表
中
の
網
掛
け
部
分
は
各
比
率
中
の
上
位
３
部
（
同
率
を
含
む
）
を
示
し
た
も
の
。

―
―
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こ
の
こ
と
は
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
が
基
本
的
に
二
字
漢
字
表
記
語
専
用
辞
典
と
し
て
編
集
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
だ
け
網
羅
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
逆
に
そ
う
し

た
中
で
不
収
載
の
も
の
、
す
な
わ
ち
〔
―
〕
型
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
む
し
ろ
目
が
行
く
。

『
英
語
節
用
集
』と

い
う
僅
か
900余

項
目
の
小
規
模
辞
典
に
お
い
て
、
121項

に
及
ぶ
二
字

漢
字
表
記
語
が
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
の
よ
う
な
本
格
的
な
二
字
漢
字
表
記
語
専
用
辞
典
に
載

せ
ら
れ
な
い
漢
字
表
記
語
を
抱
え
る
と
い
う
こ
と
は
、『

英
語
節
用
集
』の

独
自
性
を
強
く
印

象
づ
け
る
結
果
と
な
る
。
こ
れ
は
、
該
資
料
が
「
緒
言
」
で
述
べ
る
、
纂
集
し
た
「
宗
教
哲

学
政
党
及
ヒ
之
レ
ニ
関
ス
ル
術
語
ノ
一
一
」
と
い
っ
た
語
彙
集
団
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、

大
き
な
考
察
上
の
課
題
を
今
後
に
提
供
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

『
英
語
節
用
集
』
が
主
と
し
て
『
哲
学
字
彙
』
か
ら
受
容
し
た
学
術
専
門
語
彙
を
収
載
す
る

と
と
も
に
、
一
方
で
一
般
的
啓
蒙
的
語
彙
を
も
併
せ
て
収
載
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
当

代
の
対
訳
辞
書
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
大
変
示
唆
的
で
あ
る
。『

和
英
語
林
集
成
』な

ど
の

大
型
辞
書
に
お
い
て
も
、
編
者
は
双
方
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
し
て
一
つ
の
辞
書
世
界
の
中

で
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
っ
た
か
、
調
和
さ
せ
て
い
っ
た
か
、
今
後
当
代
の
訳
語
研
究
を
進

め
て
行
く
上
で
、
解
決
し
て
行
く
べ
き
課
題
は
ま
だ
ま
だ
多
く
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る

と
言
っ
て
よ
い
。

な
お
も
、
主
要
資
料
の
周
辺
に
あ
っ
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
資
料
群
に
光
を

当
て
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
日
本
語
語
彙
が
辿
っ
た
軌
跡
を
多
角
的
に
検
証
し
追
っ
て
行
き

た
い
。

注

(
１
)
『
英
語
節
用
集
』
の
書
誌
・
概
容
に
つ
い
て
は
、
原
口
（
1991

）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
稿
に
お
い
て
調
査
に
使
用
し
た
『
英
語
節
用
集
』
は
、
大
阪
女
子
大
学
蔵
本
で
あ
る
。

辞
書
本
体
部
は
、
次
の
よ
う
に
全
８
部
合
計
914

項
目
で
構
成
さ
れ
る
。

宗
教
及
哲
学
論
派
名
称
：
135

項
目

学
術
名
称
：
61
項
目

宗
教
家
応
用
語
：
284

項
目

人
品
及
官
位
：
160

項
目

政
治
及
法
制
：
123

項
目

政
治
家
応
用
語
：
93
項
目

堂
屋
及
処
名
：
40
項
目

年
代
及
歴
史
：
18
項
目

上
記
８
部
の
他
に
、
付
録
相
当
の
「
各
国
政
体
及
宗
教
」
が
末
尾
に
添
付
さ
れ
る
。
本
稿
に
掲
げ

る
表
中
で
は
各
部
を
「
宗
哲
」
「
学
術
」
「
宗
応
」
「
人
官
」
「
政
法
」
「
政
応
」
「
堂
処
」
「
年
歴
」
と

適
宜
略
称
す
る
。

―
―
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英
学
書
刊
行
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
屋
名
池
（
1991

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
２
)

坂
本
（
2006

）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
稿
に
お
い
て
『
哲
学
字
彙
』
、
『
和
英
語
林
集
成
』
に
関
し
て
は
次
の
も
の
を
参
照
し
た
。

・
『
哲
学
字
彙
』

第
Ⅰ
版
：
飛
田
良
文
編
『
哲
学
字
彙
訳
語
総
索
引
』
笠
間
書
院
（
1979

）

第
Ⅱ
版
：
名
著
普
及
会
複
製
本
（
1980

）

第
Ⅲ
版
：
大
阪
女
子
大
学
蔵
本

及
び

名
著
普
及
会
複
製
本
（
1980

）

・
『
和
英
語
林
集
成
』

第
Ⅰ
～
Ⅲ
版
：
飛
田
良
文
・
李
漢

編
『
ヘ
ボ
ン
著
和
英
語
林
集
成
初
版
・
再
版
・
三
版
対
照

総
索
引
』
港
の
人
（
2000

～
2001

）

第
Ⅰ
版
：
飛
田
良
文
・
菊
地
悟
編
『
和
英
語
林
集
成
初
版
訳
語
総
索
引
』
笠
間
書
院
（
1996

）

第
Ⅰ
版
：
九
州
大
学
蔵
本

及
び

T
U
T
T
L
E
社
複
製
本
（
1983

）

第
Ⅱ
版
：
九
州
大
学
蔵
本

第
Ⅲ
版
：
山
口
豊
『
和
英
語
林
集
成
第
三
版
訳
語
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院
（
1997

）

第
Ⅲ
版
：
講
談
社
学
術
文
庫
複
製
本
（
1980

）

な
お
、
引
用
資
料
の
掲
出
訳
語
引
用
時
に
は
適
宜
ロ
ー
マ
字
を
カ
タ
カ
ナ
・
漢
字
に
変
換
し
て
示

し
た
場
合
が
あ
る
。

(
３
)

本
稿
に
お
け
る
調
査
に
使
用
し
た
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
は
九
州
大
学
蔵
本
で
あ
る
。

J.H
. ガ
ビ
ン
ス
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
全
３
巻
（
本
編
合
計
1125

頁
）
が
明
治
22
年

（
1889

）
か
ら
明
治
25
年
（
1892

）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

『
漢
語
英
訳
辞
典
』
の
漢
語
の
性
格
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
坂
本
（
1994

）
・
（
2000

）
で
か
つ
て

論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

(
４
)

朱
（
2003

）
に
『
哲
学
字
彙
』
初
版
に
お
け
る
字
音
接
尾
辞
に
関
す
る
調
査
分
析
が
あ
る
。

(
５
)

編
者
ガ
ビ
ン
ス
が
第
１
巻
序
文
中
で
、
参
照
し
た
書
目
中
に
「
th
e
‘Iro

h
a Jiten

’
a D

ictio
n
a
ry

 
recen

tly b
ro
u
g
h
t o
u
t b
y M

r.T
a
k
a
h
a
sh
i G

o
-ro
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
明
治
期

国
語
辞
書
大
系
【
普
２
】
『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』
（
飛
田
良
文
ほ
か
編

大
空
社
刊

1997
）

の
複
製
本
を
参
照
し
た
。

(
６
)
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
蔵
本
等
を
参
照
し
た
。

引
用
・
参
考
文
献
>

坂
本
浩
一
（
1994

）
：
近
代
漢
語
の
一
側
面

―
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
に
見
ら
れ
る
二
字
漢
語
の
サ
変
動
詞

用
法
を
め
ぐ
っ
て
―

（
『
語
文
研
究
』
77
号
）

坂
本
浩
一
（
2000

）
：
明
治
期
対
訳
辞
書
と
漢
語
辞
書
を
め
ぐ
る
一
考
察

―
『
漢
語
英
訳
辞
典
』
を
中
心

に
―

（
『
香
椎
潟
』
46
号
）

坂
本
浩
一
（
2006

）
：
『
英
語
節
用
集
』
を
め
ぐ
っ
て

―
周
辺
主
要
辞
書
と
の
所
収
部
別
対
照
調
査
報
告

―
（
国
語
語
彙
史
研
究
会
編

和
泉
書
院
刊
『
国
語
語
彙
史
の
研
究

二
十
五
』
所
収
）

―
―
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朱
京
偉
（
2003

）
：
『
近
代
日
中
新
語
の
創
出
と
交
流
―
人
文
科
学
と
自
然
科
学
の
専
門
語
を
中
心
に
』

白
帝
社
刊

原
口

裕
（
1991

）
：
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
編
『
大
阪
女
子
大
学
蔵
蘭
学
英
学
資
料
選
』

第
２
章

「
単
語
集
・
会
話
集
」

屋
名
池
誠
（
1991

）
：
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
編
『
大
阪
女
子
大
学
蔵
蘭
学
英
学
資
料
選
』

第
１
章

「
綴
字
書
・
運
筆
書
・
横
文
字
紹
介
書
」―

―
1
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